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大 阪 市 立 大 学 の 理 念

大学の普遍的使命～優れた人材の育成と真理の探究～の達成

市民の誇りとなる大学 

・ 都市を学問創造の場としてとらえ、都市の諸問題に英知を結集して正面から取り組む。

・ 教育及び研究の成果を都市と市民に還元し、地域社会及び国際社会の発展に寄与する。

市民に親しまれる大学 

・ 都市型総合大学として、都市・大阪の伝統と文化を継承する。

・ 自由で創造的な教育と研究及び高水準の医療を推進する。

・ 市民とともに、都市の文化、経済、産業、医療などの諸機能の向上を図り、真の豊かさの実現をめざす。

教育の基本方針

・ 都市・大阪を背景とした市民の大学という理念に立脚

・ 人類の幸福と発展に貢献

・ 様々な分野で指導的役割を果たし、社会で活躍する人材の育成

研究の基本方針

・ 新しい知の創造をめざす独創的で特色ある研究を推進

・ 都市が抱える様々な課題に取り組み、成果を都市と市民に還元し、地域社会の発展に寄与

・ 新しい産業を生み出す芽となる研究を推進し、その成果を社会に還元

人材育成の目標像

■学士課程

優れた専門性、実践性、国際性を有し、総合的な判断力と豊かな人間性を備え、社会に積極的に参加する
市民的公共性を持った人材の育成

■大学院前期博士課程

それぞれの学問領域の研究成果を体系的に学習し、学際領域にも応用展開できる創造力ある人材の育成

■大学院後期博士課程

新しい研究領域の開拓に取り組むなど、自立した研究者として世界に通用する人材を育成

特に高度な知識・技術及び研究能力を有する専門家の育成

■大学院専門職学位課程

高度専門職業人として都市の諸問題に積極的に取り組み、地域の活性化を先導する人材の育成
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